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今回のポイント 
道具の使い方・・・今回はいろんな道具を使いました。 

道具によって、気をつけなければならないこともいっぱいあるんだよ。 

道具を使うときの注意事項道具を使うときの注意事項道具を使うときの注意事項道具を使うときの注意事項    
１ ノコギリを使って竹を伐るときに気をつけること 

 ① 刃のあたっている所がしまってくるので支える

板は切り目の手前におく 

 ② 押さえる人が回していくと伐りやすくなる 

 

２ クモデを使って竹を割るときに気をつけること 

 ① クモデは鋳型なのでたたくと割れます。直

接たたかずに竹をたたきましょう 

 ② クモデがかんだら反対に向けてたたきつけ

ながら下に押す 

 

３ ナタを使うときに気をつけること 

 ① ナタの刃を下からあてて、竹とナタを一緒に

下に落とす 

 ② ナタが入ったら反対に向けて落とす 

 

４ 音工作（電気ドリル、キリ、ペンチの使い方） 

 ① ２人１組で行う。電気ド

リルを回さない状態で

キリ穴にあててから回

し、貫通したら穴のうし

ろのささくれをとる 

    （気にせずにめくる） 

 ② ノコ線より内側にナタ

が入ると節までたてに

さけてしまう。その場

合手前でやめてノコ線

をたす 

１日目は食器作りをして、かんたんにお

わんができた。とてもうれしかった。 

夜、音と星を聞いて見た時、セミとか

の音も少しはきれいだなーと思ったし、

星も山の方がきれいだった。 

音具作りはなたとかのこぎりを使って

むずかしかったけどとってもおもしろい

いい音具ができてうれしかった。 

１日目は夜の森でねながら空の星を見ながら森の

声を聞きました。夏の大三角形が見えました。 

２日目はひるの声とよるの声をみんなでききくら

べしました。 

がっき作りははじめて竹でこうさくをしました。

とっても楽しかったです。 １泊２日の体験をしてよかった。 

おわんづくりもできてよかった。 

大きいおたまじゃくしやザリガニ

を見た時はびっくりした。 

食器作りのときにナイフで

切るのがむずかしかった。 

この２日間は、大好きな昆虫や生き物の

ことがやれておもしろかった。 

昼にはナナフシやセミが、夜にはタイコウ

チやメダカなどがかんさつできて、かなり

勉強になった。 

同じ場所でも昼と夜でいる生き物や音がち

がって、少し不思議な気持ちがした。 

また、この青少年公園にはまだまだたくさ

んの自然が残っていて、いつまでもこの自

然がたえないようにしてほしいと思った。 

竹で器を作ったり、はしを作ったり、音具を

作ったりしてとてもたのしかった。 

でも音を聞きに行く時歩くのがとてもつかれた。 

２日目の朝にヘビをさわったらとてもつるつるし

ていた。 

がっき作りは、ガラガラとなっ

たとき、すごーくうれしかった。

足でならすがっきなんてはじめ

てだからすごくおもしろかった。 

ゆのみを作ったら、どんぶり

になった。（びっくり！） 
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キリで印穴をあける。その

部分に電気ドリルをあてて

あける 

ノコギリできり目を入

れてペンチでおとす 
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おまけ：リーダー＆スタッフ一同 
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